
１２月のあいさつ 

 

～感じる心～ 

みなさんこんばんは 

いよいよ明日から冬休みですね。暑い夏の９月から、勉強や校外学習、修学旅行、そして文化祭とい

ろいろと経験しました。この間で、成長したのではないかと思います。学校での勉強を頑張った人も多

かったです。もう少し集中して頑張って欲しい人もいました。真面目に勉強することは大切です。最近

は授業を見る機会を増やしていましたが、ななめに座って勉強しないでカッコつけている姿の人を見か

けます。すごくカッコ悪いですよ。自分のために、もう少し授業を大切にしましょう。 

さて、明日からの冬休みの期間には、クリスマスや正月があり、楽しみにしている人も多いと思いま

す。寒いから嫌いだという人もいるかと思いますが、私はこの冬休みとこの季節が一番好きです。 

お正月休みは、お年玉があるからとか、一番ゆっくりできるからという点でもありますが、私は冬の景

色、色が少なくなるのですが雪が降って白色が増える、この時期の景色に感動して、心から「美しい」

と思った経験があるから好きです。 

日本には四季があり、その季節や時期で良い点がたくさんあります。春の桜や色とりどりの花、夏の

日差しと海の青、そして秋の色とりどり山の紅葉なども素敵です。いろんな季節があり、たくさんの色

が私たちの周りにありますが、冬には花や色が少なくなります。少し暗い感じの色になりますが、雪が

降れば、その暗い感じの色に、真っ白がたされます。雪の白の色が現れる冬の景色、その中に「美しさ」

を感じます。 

さて、皆さんには、いろいろなことを話してきましたが、この「美しい」と感じる心、感性といいま

すが、とても大切にしたいものです。『感性を磨く』と言います。 

夏には、「感動や感謝の体験をしよう」。秋には「読書をしましょう」と話をしました。してくれた人

がいたでしょうか。少し難しかったかも知れませんね。 

この冬休みには、皆さん、「美しい」ものを探してみてください。クリスマスのイルミネーションも美

しいですね。スキーやスノボへ行くひとは、私の好きな雪景色が見られますね。冬の海も静かできれい

ないい雰囲気を見せてくれるかも知れません。 

若いうちに、「美しい」ものを、こころから美しいと感じられる体験をし、感性を磨いて欲しいと思い

ます。私からの冬の宿題はこれにします。勉強も大切ですよ、教養を高めることも必要です。でも、感

性を高めることも大切です。スマホの画面ばかりみていないで、美しいものを美しいと思える心、外に

出てみて、こんな体験をする。このように感性を磨く経験を若い高校生の時期にしてほしいと思ってい

ます。 

皆さんの住んでいる大阪や近所の町にも、探せばきっと美しいものがたくさんあるでしょう。これは

「美しい」と感じるものを見つけてください。そして、みなさんの心で感じてください。そんな素敵な

冬を過ごしてくれることを期待しています。そして、元気な笑顔でまた１月に会いましょう。 


